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１ 総説

（1）

年 月

昭和３７ ４ 下水道事業計画立案

４２ ６ 建設省より下水道事業の認可を受ける

８ 都市計画決定（622ha）及び事業認可（240ha）

４３ ２ 下水道管渠布設工事着手

４４ ７ 下水道事業計画変更及び都市計画事業変更認可（処理場を追加）

１２ 津福終末処理場建設工事着手

４６ ３ 筒川都市下水路の計画決定（500ha）

１２ 筒川都市下水路の都市計画事業認可（503ha）

４７ ５ 公共下水道供用開始（96ha）　津福終末処理場簡易処理で運転開始（処理能力：7,100㎥／日）

６ 高良内処理場運転開始

４８ ６ 津福終末処理場高級処理に切替（既設系拡張、処理能力：14,200㎥／日）

１０ 全体計画見直し（6,220ha）

５０ １１ 篠山ポンプ場（都市下水路）改築基本協定成立（建設省筑後川工事事務所へ改築委託）

５１ ２ 都市下水路篠山排水ポンプ場事業着手

５４ ４ 津福終末処理場　新系1・2池増設（処理能力：32,000㎥／日）

長門石中継ポンプ場運転開始

５５ １２ 櫛原中継ポンプ場運転開始

５６ 　３ 全体計画見直し（有明流総に整合）

４ 宮ノ陣団地中継ポンプ場運転開始

５７ ４ 篠山排水ポンプ場１台供用開始（14㎥/S）

津福終末処理場　新系3・4増設（処理能力：42,600㎥／日）

５ 都市計画決定の変更（南部処理区追加）

７ 下水道事業変更計画（1,936ha＝津福処理区：1,474ha＋南部処理区：462ha）

８ 都市計画事業変更認可（1,936ha）

５８ ４ 筒川都市下水路を廃止　筒川雨水幹線として下水道法の認可

９ 筒川雨水幹線都市計画法事業認可

５９ ４ 高良内処理場廃止

６０ ４ 南部処理区の工事に着手

６ 安武・国分汚水幹線管渠築造着手（φ2,000mm）

６１ ３ 津福終末処理場を中央浄化センターに名称変更

中央浄化センター第2プラント1池増設（処理能力：51,440㎥／日）

平成元 ３ 中央浄化センター第2プラント2池増設（処理能力：60,280㎥／日）

４ 大善寺団地中継ポンプ場運転開始

６ 南部浄化センター建設着工

３ ３ 公共下水道基本計画（全体計画）見直し（5,050ha）

４ 中央浄化センター第2プラント3池増設（処理能力：69,120㎥／日）

６ ４ 南部浄化センター供用開始　（1・2池、処理能力：12,420㎥／日）

７ １ 南部浄化センター3池増設　（処理能力：18,630㎥／日）

１０ 宮ノ陣新産団地中継ポンプ場運転開始（平成１９年度より若松中継ポンプ場に名称変更）

８ ３ 全体計画見直し（5,230ha）

９ ４ 小森野・大善寺中継ポンプ場運転開始

８ 都市計画決定の変更（3,975ha）

１２ 下水道事業計画変更（3,427ha）

事業の沿革

主な事項
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年 月

１０ １ 都市計画事業変更認可（3,427ha）

　 ４ 南部浄化センター4池増設　（処理能力：24,840㎥／日）

１１ ４ 水環境創造事業（筒川雨水幹線）着手

１２ ３ 大善寺団地中継ポンプ場廃止

１０ 宮ノ陣中継ポンプ場運転開始（宮ノ陣団地中継ポンプ場廃止）

１１ 都市計画決定の変更（4,000ha）

１２ 下水道事業計画変更（3,452ha）

１３ ２ 都市計画事業変更認可（3,452ha）

１１ 「久留米市生活排水処理基本計画策定検討委員会」意見書市長報告

１４ ３ 水環境創造事業（筒川雨水幹線）第１貯留施設整備完了

「久留米市生活排水処理基本計画」策定

公共下水道基本計画（全体計画）見直し（4,840ha）

４ 南部浄化センター5池増設　（処理能力：31,050㎥／日）

合川中継ポンプ場運転開始

１５ ２ 田主丸町特定環境保全公共下水道基本計画（全体計画）策定（398ha）

３ 「福岡県汚水処理構想」策定

６ 田主丸町特定環境保全公共下水道事業計画認可（99ha）

１１ 都市計画決定の変更（4,197ha）

１６ ２ 下水道事業計画変更（3,762ha）

　処理場の処理能力見直し、中央：55,090㎥／日、南部：29,000㎥／日

３ 都市計画事業変更認可（3,762ha）

北野町公共下水道基本計画（全体計画）策定（483ha）

４ 南部浄化センター6池増設　（処理能力：34,800㎥／日）

９ 北野町公共下水道都市計画決定（483ha）

１０ 北野町公共下水道事業計画認可（99ha）

北野町公共下水道都市計画事業認可（99ha）

１７ １ 都市計画決定の変更（4,197ha）※北野町汚水受入に伴う変更

２ １市４町合併に伴い新久留米市誕生

　 ８ 下水道事業計画変更（4,115ha＝久留米：4,016ha＋北野：99ha)

１０ 都市計画事業変更認可（4,115ha＝久留米：4,016ha＋北野：99ha)

１８ ３ 水環境創造事業（筒川雨水幹線）第２貯留施設整備完了

１９ ４ 中央浄化センター第2プラント4池増設（処理能力：61,860㎥／日）

南部浄化センター7池増設（処理能力：40,780㎥／日）

下水道総合浸水対策緊急事業（諏訪野雨水幹線）着手

２０ ２ 下水道事業計画変更（4,429ha＝公共：4,321ha〔久留米：4,187ha＋北野：134ha〕、

　特環：108ha〔田主丸〕)

３ 都市計画事業変更認可（4,321ha＝久留米：4,187ha＋北野：134ha)

４ 中核市へ移行

田主丸特定環境保全公共下水道一部供用開始（70.4ha）

田主丸浄化センター供用開始　（1池、処理能力：2,100㎥／日）

８ 「久留米市生活排水処理基本構想」策定　※平成４５年度の事業完了目標を設定

全体計画見直し（6,430ha：三潴・城島地区の拡大、公共：6,014ha、特環：416ha)

２１ ３ 「福岡県汚水処理構想」策定(見直し)

４ 公共下水道　北野地区一部供用開始（28ha）　※津福処理区

５ 都市計画決定の変更（久留米地区：4,506ha、三潴地区43ha）

主な事項
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年 月

２１ ７ 「有明海関連水域流域別下水道整備総合計画」策定(福岡県)

２２ ４ 北野地区(神代橋ルート)一部供用開始　※南部処理区

北野・上津中継ポンプ場運転開始

５ 下水道事業計画変更（5,029ha＝公共：4,873ha〔久留米：4,494ha＋北野：271ha＋三潴：43ha＋

　城島：65ha〕、特環：156ha〔田主丸〕）

　処理場の処理能力見直し、中央：60,600㎥／日、南部：41,200㎥／日

６ 都市計画事業変更認可（4,808ha＝久留米：4,494ha＋北野：271ha＋三潴：43ha）

７ 三潴・城島地区の基本設計業務に着手

２３ ６ 諏訪野地区の雨水貯留施設の整備（H２０～２４、一部繰越）が完了

２４ １１ 下水道事業計画変更（5,050ha＝公共：4,885ha〔久留米：4,506ha＋北野：271ha＋三潴：43ha＋

　城島：65ha〕、特環：165ha〔田主丸〕）

２５ ３

２６ ４ 下水道事業に地方公営企業法を適用

下水道事業計画変更（5,072ha＝公共：4,885ha〔久留米：4,506ha＋北野：271ha＋三潴：43ha＋

　城島：65ha〕、特環：187ha〔田主丸〕）

全体計画見直し（6,480ha＝公共：5,977ha＋特環：503ha)

１２ 都市計画決定の変更（久留米地区：4,757ha、三潴地区：184ha）

２７ ４ 三潴・城島地区一部供用開始　（三潴地区＝8ha、城島地区＝27ha）

三潴中継ポンプ場運転開始

６ 下水道事業計画変更（5,800ha＝公共：5,490ha〔久留米：4,757ha＋北野：414ha＋三潴：184ha＋

　城島：135ha〕、特環：310ha〔田主丸〕）

都市計画事業変更認可（5,355ha＝久留米：4,757ha＋北野：414ha＋三潴：184ha）

２９ ２ 南部浄化センター供用開始以来初となる電気設備改築工事（Ｈ２７～２８）が完了

６ 東櫛原地区の雨水貯留施設の整備（H２５～２９）が完了

３０ １１ 下水道事業計画変更(維持管理方針の追加、中央・南部浄化センターを段階的高度処理へ変更)

３１ ４ 全体計画見直し（6,460ha)

令和元 １０ 都市計画決定の変更（久留米：4,839ha、三潴：304ha、城島：198ha、田主丸：405ha）

２ ３ 下水道事業計画変更（6,176ha＝久留米：4,795ha＋北野：474ha＋三潴：304ha＋城島：198ha＋

　田主丸：405ha)　※特環を廃止し、全域を公共下水道へ変更

都市計画事業変更認可（6,176ha）　※面積内訳は同上、全域に都市計画法を適用

中央浄化センター第2プラント5池増設（処理能力：67,300㎥／日）

３ ３ 久留米市下水道ストックマネジメント計画の策定

全体計画見直し（6,481ha)

下水道事業計画変更（金丸5号雨水幹線、久留米大学雨水貯留施設の追加）

南部浄化センター8・9池増設（処理能力：46,500㎥／日）

田主丸浄化センター2池増設（処理能力：4,200㎥／日）

４ ３ 久留米市耐水化計画の策定

５ 下水道事業計画変更（御幣島公園雨水貯留施設の追加）

５ ３ 下水道事業計画変更（筒川流域雨水貯留施設及び排水ポンプ場の追加）

１１ 久留米大学雨水貯留施設の整備（R３～５）が完了

６ ３ 「久留米市生活排水処理基本構想【改定】」策定　※公共下水道事業整備区域を見直し

御幣島公園雨水貯留施設の整備（R４～５）が完了

９ 下水道事業計画変更（5,892ha＝久留米：4,738ha+北野：474ha+三潴：211ha+城島：133ha+田主丸：336ha）

７ ４ 下水道使用料の改定(全体で9.96%改定)

７ 下水道管路の全国特別重点調査の実施（対象管路1,961㎞）

８ ３ 下水道事業計画変更（5,865ha＝久留米：4,698ha+北野：473ha+三潴：217ha+城島：130ha+田主丸：347ha）

主な事項

都市計画事業変更認可(4,820ha＝久留米：4,506ha＋北野：271ha＋三潴：43ha）
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（２）

①

令和3年度

項 目 単位 伸率(%) 伸率(%) 伸率(%) 伸率(%)

行 政 区 域 内 人 口 (A) 人 302,122 301,612 △ 0.2 300,516 △ 0.4 299,539 △ 0.7 298,228 △ 0.8

市 街 地 人 口 人 188,031 188,872 0.4 188,872 0.0 188,872 0.0 188,872 0.0

全 体 計 画 人 口 人 282,700 282,700 0.0 282,700 0.0 282,700 0.0 238,762 △ 15.5

現在排水区域内人口 人 262,379 264,225 0.7 264,689 0.2 264,787 0.2 264,539 △ 0.1

人 262,379 264,225 0.7 264,689 0.2 264,787 0.2 264,539 △ 0.1

現在水洗便所設置済人口 人 230,407 232,099 0.7 232,755 0.3 233,877 0.8 233,948 0.5

行 政 区 域 面 積 ha 22,996 22,996 0.0 22,996 0.0 22,996 0.0 22,996 0.0

市 街 地 面 積 ha 3,244 3,468 6.9 3,468 0.0 3,468 0.0 3,468 0.0

全 体 計 画 面 積 ha 6,481 6,481 0.0 6,481 0.0 6,481 0.0 6,037 △ 6.9

現 在 排 水 区 域 面 積 ha 5,450 5,518 1.2 5,560 0.8 5,582 1.2 5,603 0.8

現 在 処 理 区 域 面 積 ha 5,450 5,518 1.2 5,560 0.8 5,582 1.2 5,603 0.8

人 口 普 及 率 (B/A) ％ 86.8% 87.6% 0.9 88.1% 0.6 88.4% 0.9 88.7% 0.7

年 間 総 処 理 水 量 ㎥ 28,631,183 27,001,148 △ 5.7 27,963,324 3.6 28,062,904 3.9 27,506,758 △ 1.6

年 間 有 収 水 量 ㎥ 24,042,195 23,944,630 △ 0.4 24,067,522 0.5 24,163,457 0.9 24,110,807 0.2

現 在 晴 天 時
最 大 処 理 水 量

㎥/日 93,110 84,232 △ 9.5 92,978 10.4 94,913 12.7 89,755 △ 3.5

現 在 晴 天 時
平 均 処 理 水 量

㎥/日 72,300 70,939 △ 1.9 70,720 △ 0.3 71,909 1.4 72,774 2.9

下 水 管 布 設 延 長 km 1,382 1,406 1.7 1,420 1.0 1,429 1.6 1,437 1.2

汚 水 管 km 1,367 1,391 1.8 1,405 1.0 1,414 1.7 1,422 1.2

雨 水 管 km 15 15 0.0 15 0.0 15 0.0 15 0.0

歳 入 / 総 収 益 千円 7,368,452 7,410,764 0.6 7,493,334 1.1 7,698,895 3.9 8,715,290 16.3

（うち使用料収入/下水道収益） 千円 4,258,522 4,256,984 0.0 4,289,577 0.8 4,321,823 1.5 4,715,563 9.9

歳 出 / 総 費 用 千円 6,603,385 6,702,806 1.5 6,732,323 0.4 7,155,562 6.8 7,574,699 12.5

翌年度へ繰越すべき財源 千円 - - - - - - - - -

実 質 収 支 / 純 利 益 千円 765,067 707,958 △ 7.5 761,011 7.5 543,333 △ 23.3 1,140,591 109.9

職 員 数 人 50 50 0.0 50 0.0 51 2.0 49 △ 2.0

最近５年間の事業推移

主要数値の推移

年度
令和7年度令和4年度

現在処理区域内人口(B)

令和5年度 令和6年度
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   ②　処理水量・処理区域内人口の推移

③　収益・費用・純利益の推移
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２ 終末処理場

（１）総括

① 月別流入水量

② 汚泥処理状況

③ 消化ガス利用状況

（２）中央浄化センター

① 施設概要

② 放流水の水質基準及び水質状況

（３）南部浄化センター

① 施設概要

② 放流水の水質基準及び水質状況

（４）田主丸浄化センター

① 施設概要

② 放流水の水質基準及び水質状況
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２ 終末処理場

（１） 総括

① 月別流入水量 （単位：㎥）

令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

中央 1,221,382 1,139,573 1,344,765 1,402,608 1,165,399

南部 945,803 907,327 938,167 988,056 911,133

田主丸 53,028 54,979 58,634 55,479 55,164

計 2,220,213 2,101,879 2,341,566 2,446,143 2,131,696

中央 1,559,380 1,137,262 1,428,148 1,379,473 1,424,147

南部 1,065,000 928,741 1,022,376 998,817 1,026,285

田主丸 59,883 57,519 64,239 57,793 59,048

計 2,684,263 2,123,522 2,514,763 2,436,083 2,509,480

中央 1,360,471 1,208,839 1,405,597 1,472,434 1,590,373

南部 1,004,992 947,463 1,005,419 1,039,775 1,072,526

田主丸 56,545 57,512 63,850 58,214 61,409

計 2,422,008 2,213,814 2,474,866 2,570,423 2,724,308

中央 1,266,742 1,399,361 2,062,783 1,732,734 1,342,984

南部 996,355 1,052,793 1,255,940 1,168,150 988,943

田主丸 58,220 64,664 82,652 65,859 60,476

計 2,321,317 2,516,818 3,401,375 2,966,743 2,392,403

中央 2,273,288 1,442,898 1,242,037 1,244,790 1,378,887

南部 1,370,509 1,026,352 935,849 959,763 998,229

田主丸 77,046 67,196 62,971 59,364 64,626

計 3,720,843 2,536,446 2,240,857 2,263,917 2,441,742

中央 1,343,483 1,277,824 1,181,857 1,187,415 1,261,181

南部 977,425 933,453 900,262 925,000 938,219

田主丸 53,267 60,944 60,915 56,219 58,109

計 2,374,175 2,272,221 2,143,034 2,168,634 2,257,509

中央 1,207,306 1,253,942 1,185,464 1,267,672 1,320,178

南部 947,495 937,084 911,848 950,944 971,902

田主丸 53,884 61,320 61,973 57,741 58,509

計 2,208,685 2,252,346 2,159,285 2,276,357 2,350,589

中央 1,213,199 1,180,214 1,133,927 1,303,017 1,154,998

南部 899,260 890,788 884,288 962,405 903,399

田主丸 52,615 57,218 53,915 56,016 55,936

計 2,165,074 2,128,220 2,072,130 2,321,438 2,114,333

中央 1,252,084 1,258,703 1,142,664 1,243,524 1,201,769

南部 934,299 908,480 922,064 931,522 937,991

田主丸 54,294 58,532 55,740 57,417 59,118

計 2,240,677 2,225,715 2,120,468 2,232,463 2,198,878

中央 1,221,513 1,275,092 1,136,672 1,197,217 1,162,180

南部 927,988 917,608 922,714 951,930 930,700

田主丸 54,559 60,350 56,189 59,149 58,413

計 2,204,060 2,253,050 2,115,575 2,208,296 2,151,293

中央 1,046,150 1,195,041 1,119,664 1,082,419 1,084,870

南部 825,989 820,566 886,759 839,124 841,234

田主丸 50,450 54,129 51,995 54,686 52,952

計 1,922,589 2,069,736 2,058,418 1,976,229 1,979,056

中央 1,173,950 1,326,134 1,297,031 1,198,813 1,251,402

南部 916,800 921,517 968,429 940,475 945,669

田主丸 56,529 59,730 55,527 56,890 58,400

計 2,147,279 2,307,381 2,320,987 2,196,178 2,255,471

16,138,948 15,094,883 15,680,609 15,712,116 15,338,368

11,811,915 11,192,172 11,554,115 11,655,961 11,466,230

680,320 714,093 728,600 694,827 702,160

28,631,183 27,001,148 27,963,324 28,062,904 27,506,758

2,385,932 2,250,096 2,330,277 2,338,575 2,292,230

78,442 73,976 76,403 76,885 75,361

中央 44,216 41,356 42,843 43,047 42,023

南部 32,361 30,663 31,569 31,934 31,414

田主丸 1,864 1,956 1,991 1,904 1,924

中央 52,956 49,117 54,559 54,884 50,844

南部 38,163 32,922 35,943 37,905 36,726

田主丸 1,991 2,193 2,476 2,124 2,185

2,352 1,668 2,107 1,887 1,593
注） 中央･･･中央浄化センター、南部･･･南部浄化センター、田主丸･･･田主丸浄化センター
※日最大は、雨の日とその翌日を除く日最大

日平均

１月

４月

５月

６月

中央合計

２月

８月

９月

10月

11月

７月

日最大
※

月平均

雨量

12月

南部合計

３月

日平均

総合計

田主丸合計
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② 汚泥処理状況

汚泥搬出量の推移

合　　計

流入量

 (m3)

汚泥
搬出量

（ｔ）
再利用方法

流入量

(m3)

汚泥
搬出量

（ｔ）
再利用方法

流入量

 (m3)

汚泥
搬出量

（ｔ）
再利用方法

汚泥
搬出量

（t）

16,138,948 8,859
セメント原料
建設資材

11,811,915 6,513 コンポスト 680,320 154
セメント原料
建設資材

15,526

15,094,883 9,019
セメント原料
建設資材

11,192,172 6,593 コンポスト 714,093 428 コンポスト 16,040

15,680,609 9,008
セメント原料
建設資材

11,554,115 6,381
セメント原料
建設資材

728,600 508 コンポスト 15,898

15,712,116 7,988 建設資材 11,655,961 6,574 建設資材 694,827 655 コンポスト 15,217

15,333,368 8,158 建設資材 11,466,230 6,702 建設資材 702,160 601 コンポスト 15,461

令和 7年度の月別汚泥搬出量 （単位：ｔ） 脱水汚泥含水率（年間平均値） （単位：%）

中央 南部 田主丸 中央 南部 田主丸

874.26 507.11 83.42 令和3年度 82.5 83.2 82.4

716.89 561.85 74.56 令和4年度 83.1 83.0 84.2

567.37 546.17 33.38 令和5年度 83.0 82.8 84.3

668.88 565.70 49.47 令和6年度 82.8 83.6 84.6

604.43 500.38 40.25 令和7年度 83.1 83.1 83.8

569.34 562.20 32.30

654.35 515.69 39.38

532.84 471.49 31.45

746.43 591.48 32.41

725.07 728.20 42.08

717.48 555.61 59.82

780.26 596.44 82.86

8,157.60 6,702.32 601.38

679.80 558.53 50.12

22.35 18.36 1.65

③

発電機使用及
びﾎﾞｲﾗｰ燃焼 余剰ガス 総消化ガス量 有効利用率

発電機使用及
びﾎﾞｲﾗｰ燃焼 余剰ガス 総消化ガス量 有効利用率

(Nm3 ) ( Nm3 ) ( Nm3 ) （％） ( Nm3 ) ( Nm3 ) ( Nm3 ) （％） ( Nm3 )

115,960 4,235 120,195 96.4% 80,614 28,523 109,137 73.8% 229,332

85,797 27,038 112,835 76.0% 84,633 27,229 111,862 75.6% 224,697

87,720 14,792 102,512 85.5% 76,209 27,785 103,994 73.2% 206,506

99,016 1,260 100,276 98.7% 69,288 31,352 100,640 68.8% 200,916

91,258 492 91,750 99.4% 79,404 20,609 100,013 79.3% 191,763

84,198 6 84,204 99.9% 85,442 10,288 95,730 89.2% 179,934

87,833 870 88,703 99.0% 70,870 5,212 76,082 93.1% 164,785

82,478 6 82,484 99.9% 64,861 7,467 72,328 89.6% 154,812

90,213 6 90,219 99.9% 73,826 28,134 101,960 72.4% 192,179

89,130 44 89,174 99.9% 80,156 21,787 101,943 78.6% 191,117

89,038 440 89,478 99.5% 72,961 20,940 93,901 77.6% 183,379

98,358 627 98,985 99.3% 81,660 23,319 104,979 77.7% 203,964

1,100,999 49,816 1,150,815 95.6% 919,924 252,645 1,172,569 78.4% 2,323,384

　合計 86.9%

115,960 27,038 120,195 99.9% 85,442 31,352 111,862 93.1% 229,332

82,478 6 82,484 76.0% 64,861 5,212 72,328 68.8% 154,812

91,750 4,151 95,901 96.1% 76,660 21,054 97,714 79.1% 193,615

中央・南部両浄化センター有効利用率

令和 7年 4月

　　　　　　5月

　　　　　 6月

             7月

             8月

             9月

           10月

           11月

           12月

令和 8年 1月

             2月

             3月

令和7年度日平均

計

最大

最小

令和7年度平均

消化ガス利用状況

中央浄化センター

令和 8年1月

             2月

             3月

合計

令和7年度月平均

             8月

             9月

           10月

           11月

           12月

令和 7年4月

　　　　　　5月

　　　　　 6月

             7月

南部浄化センター 中央・南部
総消化ガス
合　　　　計

田主丸浄化センター南部浄化センター中央浄化センター

令和7年度

令和3年度

令和4年度

令和5年度

令和6年度
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（２）中央浄化センター

ポンプ棟ポンプ棟

沈砂池沈砂池

第１プラント水処理施設

（新系処理系）

第１プラント水処理施設

（新系処理系）

塩素混和池棟塩素混和池棟

第２プラント水処理施設第２プラント水処理施設

放流渠放流渠

ガスタンクガスタンク

消化ガス発電設備消化ガス発電設備

消化タンク消化タンク

第１プラント水処理施設

（既設処理系）

第１プラント水処理施設

（既設処理系）

汚泥濃縮棟汚泥濃縮棟

汚泥処理棟汚泥処理棟8 3①施設概要（令和 年 月31日時点）

所在地 ：久留米市津福本町2241

敷地面積 ：9.64ha

供用開始 ：昭和47 5年 月

計画処理面積：1891.1ha（全体計画）

計画処理人口：102,400人（全体計画）

計画汚水量 ：55,300㎥／日（全体計画）

現有処理能力：67,300㎥／日

処理方式 ：嫌気無酸素好気法

（段階的高度処理）

排除方式 ：分流式

放流先 C：一級河川金丸川（ 類型）

管理棟管理棟

ガスタンクガスタンク
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,

放流水

金丸川へ

次亜塩滅菌池

400 ㎥

No.1

次亜ﾀﾝｸ

10 ㎥

No.２

次亜ﾀﾝｸ

10 ㎥

砂ろ過

西 町 幹 線

京

町

幹

線

幅 8.0×長 28.0

×深 3.0×４池

2P 重力へ

幅 8.0×長 36.0

×深 3.3×３池

返送汚泥ポンプ

234 /㎥ ｈ,22kW 4× 台

余剰汚泥ポンプ

108 /㎥ ｈ,15kW×４台
加圧浮上槽へ

既設処理能力 316,900ｍ ／日

新系処理能力 316,900ｍ ／日

２Ｐ処理能力 333,500ｍ ／日

合計 36７,300ｍ ／日

Ｍ

SB

370 ㎥/h

2,234 ㎥

370 ㎥/h

2,234 ㎥

370 ㎥/h

2,234 ㎥

950.4 ㎥

950.4 ㎥

950.4 ㎥672 ㎥

672ｍ３

672 ㎥

ＰＰ

SB SB

第 2 分配槽

F

土壌脱臭床

2.2 kW×１

60 ㎥/min

脱臭ファン汚泥棟より

砂ろ過能力

500 ㎥／日

自動給水装置

5.5kW
脱臭ファン

雑用水

汚泥棟

F

土壌脱臭床
105 ㎥/min

櫛原中継ポンプ場

揚水能力 24,700 /㎥ 日

長門石中継ポンプ場

揚水能力 9,700 /㎥ 日

宮ノ陣中継ポンプ場

揚水能力 8,300 /㎥ 日

若松中継ポンプ場

揚水能力 2,000 /㎥ 日

沈殿汚泥ポンプ

84 /㎥ ｈ

3.7kW×2

370 ㎥/h

2,234 ㎥

672 ㎥ 950.4 ㎥

土壌脱臭床

第 2 プラント

第１分配槽

128 ㎥

Ｍ

F 脱臭ファン

7.5kW×１

110 ㎥/min

ポ

ン

プ

井

ポ

ン

プ

井

Ｍ

Ｍ

旋回流嫌気

1,306 ㎥

全面曝気

1,306 ㎥

全面曝気

1,306 ㎥

全面曝気

1,306 ㎥

全面曝気

1,306 ㎥

TB

幹線流入

分配槽

Ｍ

Ｍ

明治通幹線

No.1

流入ゲート

電動弁

No.２

流入ゲート

電動弁

No.３

流入ゲート

電動弁

No.1 除塵機

No.２除塵機

揚砂ポンプ

900 /㎥ ｈ

37kW

900 /㎥ ｈ

37kW

900 /㎥ ｈ

37kW

1,800 /㎥ ｈ

75kW

1,440 /㎥ ｈ

90kW（AVAF）

1,440 /㎥ ｈ

90kW（AVAF）

2,880 /㎥ ｈ

160kW（AVAF）

既設生下水流量計

P２ 汚水

流量計

主ポンプ

圧送管

電動弁

最初沈殿池

初沈掻寄機

既設 幅 6.8×長 26.5

×深 2.5 3× 池

幅 6.8×長 20.0

×深 2.8 4× 池

初沈汚泥ポンプ

60 /㎥ ｈ

7.5kW×2
2P 重力へ

初沈汚泥ポンプ

61.8 /㎥ ｈ

7.5kW×2

2P 重力へ

反応槽

ターボ 110kW

65N ㎥/min 3× 台

ターボ 90kW

65N ㎥/min 1× 台

幅 5.3×長 57.0

×深 4.4 5× 水路

新系 幅 6.8×長 20.0

×深 2.8×４池

加圧浮上槽へ

余剰汚泥ポンプ

36 /㎥ ｈ,2.2kW

×２

返送汚泥ポンプ

216 ３/ｍ ｈ,15kW×2

最終沈殿池

終沈掻寄機

幅 6.8×長 26.5

×深 3.5×４池

幅 6.8×長 26.5

×深 3.5×４池

返送汚泥ポンプ

270 /㎥ ｈ,22kW 3× 台

加圧浮上槽へ

-ｵｰﾄｽﾄﾚ ﾅ

洗浄冷却水

砂

ろ

過 処理水

自動

給水

装置

220 ㎥/h

1,631 ㎥

220 ㎥/h

1,631 ㎥

220 ㎥/h

1,631 ㎥

220 ㎥/h

1,631 ㎥

631 ㎥

631 ㎥

631 ㎥

631 ㎥

631 ㎥

631 ㎥

631 ㎥

631 ㎥

450.5 ㎥

1 池

380.8 ㎥

5 池

ＰＰ

ＰＰ

TBTB し尿へ

F

土壌脱臭床

5.5kW×１

70 ㎥/min

脱臭ファン

エ
ア
ー
リ
フ
ト
循
環
ラ
イ
ン

新系生下水流量計

450.5 ㎥

２池

450.5 ㎥

３池

380.8 ㎥

６池

380.8 ㎥

７池

380.8 ㎥

８池

１池

２池

３池

４池

５池

６池

７池

８池

F

土壌脱臭床
脱臭ファン

5.5kW×１

110 ㎥/min

エアーリフト循環ライン

砂ろ過能力

600 ㎥／日

余剰汚泥ポンプ

54 /㎥ ｈ,7.5kW×2

○水処理フローシート

TB

超音波流量計

電磁流量計

スクリューブロワ

70N ㎥/min,90kW×３

エアーリフト循環ライン

第１プラント

雑用水

沈砂分離機

し渣分離脱水機

Ｐ

Ｐ

揚砂ポンプ

(ジェットポンプ)

(サンドポンプ)

し渣移送装置

沈砂ホッパー３㎥

し渣ホッパー３㎥ 雑用水

既設圧力水ライン

ポンプ室

散水栓

№１し渣搬出ｺﾝﾍﾞｱ

し渣分離脱水機

脱臭装置

(ジェットポンプ)

し渣かご

し渣移送装置へ

除塵機より

着水井へ

15 ㎥

沈砂池へ

沈砂池へ

Ｍ

加圧給水ポンプ

４５kW

2.0 ㎥×２台

Ｍ

Ｐ

Ｍ

Ｍ

Ｐ Ｐ Ｐ Ｐ

２

３

４

５

６

７

８

Ｐ Ｐ

Ｐ Ｐ

Ｐ Ｐ

Ｐ Ｐ Ｐ

Ｐ Ｐ

ＰＰ

ＰＰ

Ｐ Ｐ

西町幹線

小森野中継ポンプ場

揚水能力 2,800 /㎥ 日

明
治
通
幹
線

950.4 ㎥672 ㎥ 370 ㎥/h

2,234 ㎥

（令和 8 年 3 月 31 日時点）
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20㎥/h
№2 消化汚泥

貯留槽

200㎥

No.1

加圧浮上槽濃縮

処理能力

35-55㎥/h

1P余剰

2P余剰

2P撹拌ブロワ
3 211.7m /min×0.81kg/cm ×2台

BB

乾
式
脱
硫
塔

No.1

2P重力濃縮槽

10×10×3.6

＝360m3

1P初沈汚泥

2P初沈汚泥

ボイラー

相当発熱量 1,650kg/h

余
剰
ガ
ス
燃
焼
装
置

処理能力 3150Nm /h

ガス圧力 500mmAq

エア 70mmAq

ガ ス

F
ファン

75㎥/min

P

P

2P№１

圧送機

遠心脱水機
Ｐ

○ 汚泥処理フローシート (令 8 年 3 月 31 日時点)

2P№2

圧送機
№1スクリュ－プレス脱水機カチオン

20㎥/h

ケーキホッパー 25㎥×4

1P乾式

ガスタンク

1,000m3

2P乾式

ガスタンク

2,500m3

2PNo.１消化槽

内径 21×高 10

＝3,460m3

2PNo.２消化槽

内径 21×高 10

＝3,460m3

脱臭

ファンへ

蒸気

No.2

ｽｸﾘｭｰ濃縮機

処理能力

22.5㎥/h

No.2

2P重力濃縮槽

10×10×3.6

＝360m3

№2スクリュ－プレス脱水機カチオン

Ｐ

カチオン

20㎥/h

№1 消化汚泥

貯留槽

200㎥

前処理設備 MGT（蒸気ボイラ付）

95kW×3台

P

2P№3

圧送機

P

Ｐ

し渣ホッパ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ
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② 放流水の水質基準及び水質状況

試　験　項　目 単位 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度
下水道法

技術上の基準

水素イオン濃度（pH） -
6.8 6.8 6.9 6.9 6.9 5.8-8.6

生物化学的酸素要求量（BOD） ㎎/L
4.7 3.5 4.2 2.3 1.6 15

浮遊物質量（SS） ㎎/L
2.4 2.1 2.3 2.7 3.1 40

n-ヘキサン抽出物質（鉱物油）
5

n-ヘキサン抽出物質（動植物油脂類）
30

大腸菌群数 個/cm
3

<1 15 <1 <1
-

3000

大腸菌数 CFU/mL - - - -
<1 ※2　　800

窒素含有量（N） ㎎/L
9.8 8.7 8.8 8.7 9.2 20

燐含有量（P) ㎎/L
0.96 1.2 0.96 1.5 1.6 16(日間平均8)

フェノール類含有量 ㎎/L
<0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 5

銅含有量 ㎎/L
<0.3 <0.3 <0.3 <0.3 <0.3 3

亜鉛含有量 ㎎/L
<0.2 <0.2 <0.2 <0.2 <0.2 2

溶解性鉄含有量 ㎎/L
<1 <1 <1 <1 <1 10

溶解性マンガン含有量 ㎎/L
<1 <1 <1 <1 <1 10

クロム含有量 ㎎/L
<0.2 <0.2 <0.2 <0.2 <0.2 2

カドミウム及びその化合物 ㎎/L
<0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 0.03

シアン化合物 ㎎/L
<0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 1

有機燐化合物（パラチオン・メチルパラチオン・メチ
ルジメトンおよびEPNに限る。）

㎎/L <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 1

鉛及びその化合物 ㎎/L
<0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 0.1

六価クロム化合物 ㎎/L
<0.05 <0.05 <0.05 <0.02 <0.02 ※1　　0.2

砒素及びその化合物 ㎎/L
<0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 0.1

水銀及びアルキル水銀その他の水銀化合物 ㎎/L
<0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 0.005

アルキル水銀化合物 ㎎/L
検出せず 検出せず 検出せず 検出せず 検出せず 検出されないこと

ポリ塩化ビフェニル ㎎/L
<0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 0.003

トリクロロエチレン ㎎/L
<0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 0.1

テトラクロロエチレン ㎎/L
<0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 0.1

ジクロロメタン ㎎/L
<0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 0.2

四塩化炭素 ㎎/L
<0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 0.02

1，2－ジクロロエタン ㎎/L
<0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 0.04

1，1－ジクロロエチレン ㎎/L
<0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 1

シス-1,2-ジクロロエチレン ㎎/L
<0.04 <0.04 <0.04 <0.04 <0.04 0.4

1,1,1-トリクロロエタン ㎎/L
<0.3 <0.3 <0.3 <0.3 <0.3 3

1,1,2-トリクロロエタン ㎎/L
<0.006 <0.006 <0.006 <0.006 <0.006 0.06

1，3－ジクロロプロペン ㎎/L
<0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 0.02

チウラム ㎎/L
<0.006 <0.006 <0.006 <0.006 <0.006 0.06

シマジン ㎎/L
<0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 0.03

チオベンカルブ ㎎/L
<0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 0.2

ベンゼン ㎎/L
<0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 0.1

セレン及びその化合物 ㎎/L
<0.0１ <0.0１ <0.0１ <0.0１ <0.0１ 0.1

ほう素及びその化合物 ㎎/L
<1 <1 <1 <1 <2 10

ふっ素及びその化合物 ㎎/L
<0.8 <0.8 <0.8 <0.8 <0.8 8

1，4－ジオキサン ㎎/L
<0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05

0.50

アンモニア、アンモニア化合物、亜硝酸化合物及
び硝酸化合物

㎎/L 7.38 6.71 6.54 7.08 7.65 100

※１：令和6年4月1日「六価クロム化合物」に係る排水基準について0.5㎎/Lから0.2㎎/Lに改正された。　
3※２：令和7年4月1日「大腸菌群数」に係る排水基準が、「大腸菌数」に係る排水基準に変更され、基準値も3000個/cm から800CFU/mLに改正された。

処

理

困

難

物

質

生
活
環
境
項
目

㎎/L <0.5<0.5<0.5 <0.5 <0.5
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（３）南部浄化センター

ポンプ棟ポンプ棟

沈砂池棟沈砂池棟

管理棟管理棟

工作棟工作棟

水処理棟水処理棟

塩素混和池棟塩素混和池棟

自家発棟自家発棟

ガスタンクガスタンク

消化ガス発電設備消化ガス発電設備

加温棟加温棟

消化タンク消化タンク

第二濃縮棟第二濃縮棟

第一濃縮棟第一濃縮棟

汚泥処理棟汚泥処理棟

8 3①施設概要（令和 年 月31日時点）

所在地 ：久留米市安武住吉1900

敷地面積 ：12.1ha

供用開始 6 4：平成 年 月

計画処理面積：3766.5ha（全体計画）

計画処理人口：133,100人（全体計画）

計画汚水量 ： 54,900 /㎥ 日（全体計画）

現有処理能力：46,500 /㎥ 日

処理方式 (：嫌気無酸素好気法段階的高

)度処理 ６池＋嫌気無酸素

好気法３池

排除方式 ：分流式

放流先 ：準用河川 安武川
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放流 安武川

〇 水処理フローシート
(令和8年3月31日時点)

塩素滅菌池

21

2121
最初沈澱池

0.75kW 0.2kW

初沈スカム
移送ポンプ

2㎥/分×9m
15kW×2台

終沈スカム

移送ポンプ
2㎥/分×11ｍ
15kW×2台

B 1 2 4 53
生物反応槽

幅5.5m×長74m×深5.0m
有効容積1,934㎥×6池
全覆蓋設置

主ポンプ設備へ

次亜塩素酸ソーダ

貯留タンク
5㎥×3基

次亜塩素酸ソーダ

注入ポンプ
0.05～0.50L/分 0.2kW×2台
0.07～0.31L/分 0.2kW×1台

最終沈澱池

0.75kW
0.2kw

幅5.5m×長45m×深3.0m
有効容積742.5㎥×6池

余剰汚泥引抜ポンプ
1.2㎥/分×6m
7.5kW×2台

分
配
槽

分
配
槽

№1スクリュー

コンベア

3㎥/ｈ 2.2kW

沈砂ブロワ
7.0㎥/分×7.5m
18.5kW×3台

第
1
分
配
槽

汚水ポンプ

1,2 ： 12㎥/分 ×15.5m 55kW
3,4 ： 27㎥/分 ×15.5m 110kW
5  ： 39㎥/分 ×15.5m 150kW

沈砂分離
洗浄機除塵設備へ

21

用水設備より

21

主ポンプ系給水装置
0.2㎥/分×50m

3.7kW×2台

除塵系給水装置
0.3㎥/分×28m
3.7kW×2台

除塵系

用水槽

主ポンプ
系用水
槽

1

2
3

4

幅5.5m×長32m×深3.0m
有効容積582㎥×6池

搬出

スカム
分離機

し渣洗浄
脱水機

№1沈砂池

流入 除塵主ポンプ棟

№1自動除塵機

目幅 25ｍｍ

し渣搬出機

沈砂 2㎥

し渣 2㎥

1

汚泥循環ライン

余剰汚泥スクリーンへ

1

2

3

4

返送汚泥ポンプ
1,2 ： 2.7㎥/分×5m 7.5kW×2台

3 ： 5.3㎥/分×5m 15kW

4 ： 10.6㎥/分×5m 22kW

余剰汚泥引抜ポンプ
1.2㎥/分×7m
3.7kW×2台

5

6

返送汚泥ポンプ

5,6 ： 10.6㎥/分×4m 18.5kW×2台

1

2

終沈スカム移送ポンプ

2.0㎥/分×11m
7.5kW×2台

： 流量計

北野中継ﾎﾟﾝﾌﾟ場

大善寺中継ポンプ場

揚水能力 4,608㎥/d

揚水能力 45,360㎥/d

処理能力46,500㎥/d

揚水能力 8,208㎥/d

№2自動除塵機

3

№2沈砂池

№2スクリュー

コンベア

3㎥/ｈ 2.2kW

P

最初沈殿池より

水処理土壌脱臭設備 72㎥/分

3.7kW
F

M

P P P

P

P

P

P

P

P

P

P

PP P

PP
PP

B B B B

P

P

P

B B B
M

M

M

M M

合川中継ポンプ場

上津中継ﾎﾟﾝﾌﾟ場

揚水能力 11,088㎥/d

M

揚砂ポンプ

0.7㎥/分×10m
3.7kW×2台

P

幅5.5m×長50m×深3.0m
有効容積825㎥×3池

三潴中継ﾎﾟﾝﾌﾟ場

揚水能力 8,064㎥/d

1200PS 6.6KV 1000KVA

サービスタンク 980L

発電機

6000L

地下重油タンク

重油移送ポンプ
37L/分×10kg/cm

1.5kW×2台
P

P

ガスタービン
エンジン

生物反応槽
幅5.5m×長84m×深5.0m

有効容積2,147㎥×3池

全覆蓋設置

1

PAC貯留タンク
4㎥ ×1基

PAC注入ポンプ
0.06～0.17L/分

2
P P

P

水処理土壌脱臭設備 100+50㎥/分

エアタン・濃縮棟より

5.5kW

5.5kW

F

F

F

ポンプ棟・沈砂池棟より

5.5kW
沈砂土壌脱臭設備 50㎥/分

原水供給ポンプ
0.1㎥/分 ×8m 0.4.7kW

P

スカム分離機

PAC分配槽

1

2

3

4

初沈汚泥引抜ポンプ
0.75㎥/分×7m

3.7kW×3台初沈汚泥スクリーンへ

1

2

3

P

P

P

M

初沈汚泥細断機
55㎥/h 3.0kW

21

21

21

2

1

砂ろ過器

2,000㎥/d

原水槽

砂ろ過原水ポンプ
0.85㎥/分×20m
5.5kW

除塵・主ポンプ

水処理ポンプ

水処理消泡

汚泥処理棟

水処理系給水装置
0.2㎥/分×30m

3.7kW×2台

管理棟系給水装置

0.4㎥/分×45m
7.5kW×2台

雑用水系給水装置
1.0㎥/分×29.7m

15kW×2台

ろ過水槽

P

P

PP

PP

PP

P

ろ過原水ポンプ
0.85㎥/分×10m

3.7kW×3台

P

P

P

ろ過器
1,380㎥/d×2台
3.4kW

汚泥処理系給水ポンプ

2.4㎥/分×15m
11kW×2台

ブロワ №1,2 ： 21㎥/分×6000mAQ 37kW×2台

№3,4  ： 43㎥/分×6000mAQ 75kW×2台
№5 ： 86㎥/分×6000mAQ 132kW×1台（高圧）
№6 ： 86㎥/分×52.9 kPa 110kW×1台

5

P
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〇 汚泥処理フローシート
(令和8年3月31日時点)

第２濃縮設備

第1濃縮設備

：流量計

M M

濃縮汚泥引抜ポンプ

0.35㎥/分×10m
×3.7kW×2台

1

2

3

予

1

2

3

予

M M M

返流水管へ

」

乾式脱硫装置
125㎥/h×2基

№1
ガスタンク

1500㎥

用水設備より

汚泥循環ポンプ
0.75㎥/分×12m

×5.5kW×4台

移送洗浄ポンプ
0.5㎥/分×27m

×7.5kW

消化槽投入ポンプ
0.15㎥/分×26m

×3.7kW×4台

熱交換器
(スパイラル式）
25㎥×3台

温水循環ポンプ

0.62㎥/分×12m

×2.2kW×4台

ガスタンクより

膨張タンク
0.5㎥

加温ボイラ

61.0×10 kcal/h

1

2

3

4

1 2 3 予

P

予

1 2 3 4 予

1

2

3

4

予

汚泥用水槽

汚泥処理棟

0.3㎥/分

1

2

加温ボイラへ

汚泥棟設備へ

薬品溶解水ポンプ
0.7㎥/分×20m

×5.5kW×2台

高分子
凝集剤

薬品溶解タンク
20㎥×2台

汚泥
貯留槽

1 2

給水装置

×3.7kW×2台

トリッパ

№3 №2 №1 

№4 

ろ布洗浄水ポンプ

0.5㎥/分×70m

×15kW×5台

トリッパ

汚泥脱水機

高効率ベルトプレス型

ろ布幅 3m×4台

薬液供給ポンプ
0.7～2.5㎥/h×20m
×1.5kW×5台

汚泥供給ポンプ
5～16.5㎥/分×20m

×5.5kW×5台

ケーキヤード

トラックスケール

搬出

第一濃縮棟より

し渣搬出機

し渣ホッパ5㎥

搬出

初沈汚泥

スクリーン
目幅4mm

余剰汚泥
スクリーン

目幅3mm

初沈汚泥ポンプより

余剰汚泥ポンプより

M
重力濃縮槽

余剰汚泥貯留槽

余剰汚泥供給ポンプ
0.5㎥/分×10m
×5.5kW×2台

1

予

20㎥/h×22kw×1台

№1遠心濃縮機

1

2

濃縮汚泥貯留槽

M

77㎥

し渣ホッパ5㎥

し渣搬出機
初沈・余剰汚泥ポンプより

M

汚泥供給ポンプ
0.75㎥/分×11m

×15kW×2台

1

2

30㎥/h×5.4kW×2台
ベルト型ろ過濃縮機

1

2

濃縮汚泥貯留槽

M

77㎥

2㎥×2台

4

5

6

消化槽投入ポンプ

×3.7kW×4台
0.15㎥/分×34m

余剰ｶﾞｽ燃焼装置

250㎥/h

№2
ガスタンク

1500㎥

搬出

予

汚泥棟脱臭設備

酸・アルカリ洗浄式
300㎥/h

ケーキヤードより

MM

353㎥

100㎥

し渣脱水機

0.5t/h

121㎥×2槽

薬液供給ポンプ

3～11ℓ/分

×0.4kW×2

水処理脱臭設備へ

P P P P

P

P

P

P

P

P

P

P

P

P P

P

P

P
P

P

P

P

P
P

P

P

P

P

P

汚泥
スクリーン
目幅4mm

し渣脱水機

0.5t/h

余剰・初沈汚泥貯留槽

170㎥

P P P P P

P

P

P

P

P

P

P

P P

濃縮・消化用水槽

1 2

汚泥処理設備給水装置
0.9㎥/分×15kW×2台

濃縮・消化槽へ

消火ポンプ
消火栓へ

P P

P

MGT発電機

消費ガス量 55㎥/h×1台
定格電力 95kW×1台

第二濃縮棟より

F

F

F
0.75kW

3.7kW

P
ポリ硫酸第２鉄

0.09～0.45ℓ/分
0.1kW

ポリ硫酸第２鉄
貯留タンク
3㎥

高分子
凝集剤

薬品溶解タンク

注入ポンプ

P

№1

消化槽

2,010㎥

№2

消化槽

2,010㎥

№3

消化槽

2,010㎥

MGＥ発電機
定格電力 25kW×4台
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②  放流水の水質基準及び水質状況

試　験　項　目 単位 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度
下水道法

技術上の基準

水素イオン濃度（pH） - 7.0 7.0 7.1 7.2 7.2 5.8-8.6

生物化学的酸素要求量（BOD） ㎎/L 2.8 3.1 2.9 3.3 2.9 15

浮遊物質量（SS） ㎎/L 2.9 2.0 2.3 1.8 1.9 40

n-ヘキサン抽出物質（鉱物油） 5

n-ヘキサン抽出物質（動植物油脂類） 30

大腸菌群数 個/cm3 25 <1 <1 1 - 3000

大腸菌数 CFU/mL - - - - <1 ※2　　800

窒素含有量（N） ㎎/L 21 20 24 26 25 120(日間平均60)

燐含有量（P） ㎎/L 0.67 1.1 0.86 0.76 0.82 3

フェノール類含有量 ㎎/L <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 5

銅含有量 ㎎/L <0.3 <0.3 <0.3 <0.3 <0.3 3

亜鉛含有量 ㎎/L <0.2 <0.2 <0.2 <0.2 <0.2 2

溶解性鉄含有量 ㎎/L <1 <1 <1 <1 <1 10

溶解性マンガン含有量 ㎎/L <1 <1 <1 <1 <1 10

クロム含有量 ㎎/L <0.2 <0.2 <0.2 <0.2 <0.2 2

カドミウム及びその化合物 ㎎/L <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 0.03

シアン化合物 ㎎/L <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 1

有機燐化合物（パラチオン・メチルパラチオン・メチ
ルジメトンおよびEPNに限る。）

㎎/L <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 1

鉛及びその化合物 ㎎/L <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 0.1

六価クロム化合物 ㎎/L <0.05 <0.05 <0.05 <0.02 <0.02 ※1　　0.2

砒素及びその化合物 ㎎/L <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 0.1

水銀及びアルキル水銀その他の水銀化合物 ㎎/L <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 0.005

アルキル水銀化合物 ㎎/L 検出せず 検出せず 検出せず 検出せず 検出せず 検出されないこと

ポリ塩化ビフェニル ㎎/L <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 0.003

トリクロロエチレン ㎎/L <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 0.1

テトラクロロエチレン ㎎/L <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 0.1

ジクロロメタン ㎎/L <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 0.2

四塩化炭素 ㎎/L <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 0.02

1，2－ジクロロエタン ㎎/L <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 0.04

1，1－ジクロロエチレン ㎎/L <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 1

シス-1,2-ジクロロエチレン ㎎/L <0.04 <0.04 <0.04 <0.04 <0.04 0.4

1,1,1-トリクロロエタン ㎎/L <0.3 <0.3 <0.3 <0.3 <0.3 3

1,1,2-トリクロロエタン ㎎/L <0.006 <0.006 <0.006 <0.006 <0.006 0.06

1，3－ジクロロプロペン ㎎/L <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 0.02

チウラム ㎎/L <0.006 <0.006 <0.006 <0.006 <0.006 0.06

シマジン ㎎/L <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 0.03

チオベンカルブ ㎎/L <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 0.2

ベンゼン ㎎/L <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 0.1

セレン及びその化合物 ㎎/L <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 0.1

ほう素及びその化合物 ㎎/L <1 <1 <1 <1 <1 10

ふっ素及びその化合物 ㎎/L <0.8 <0.8 <0.8 <0.8 <0.8 8

1，4－ジオキサン ㎎/L <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 0.5

アンモニア、アンモニア化合物、亜硝酸化合物及
び硝酸化合物

㎎/L 9.1 10.1 10.3 11.0 10.7 100

※１：令和6年4月1日「六価クロム化合物」に係る排水基準について0.5mg/Lから0.2mg/Lに改正された
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3※２：令和7年4月1日「大腸菌群数」にかかる排水基準が、「大腸菌数」にかかる排水基準に変更され、基準値も3000個/cm から800CFU/mLに改正された。
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（４） 田主丸浄化センター

No1最終沈殿池

No2最終沈殿池

汚泥ポンプ棟

土壌脱臭床

塩素滅菌タンク

No.1オキシデーションディッチ

No.2オキシデーションディッチ
分配槽

管理棟
機械棟

① 施設概要 (令和8年3月31日時点) 
所在地 ：久留米市田主丸町益生田1101-6 

敷地面積 ：1.39ha 
供用開始 ：平成20年4月
計画処理面積 ：378.9ha（全体計画）

計画処理人口 ：8,800人（全体計画）
計画汚水量 ：3,900㎥／日（全体計画）
現有処理能力 ：4,200㎥／日
処理方式 ：オキシデーションディッチ法

土壌脱臭床
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1系

2系

流入水

曝気ブロワ

No.1,2 汚水ポンプ
11ｋW, 2.2㎥/min×2

No.3 汚水ポンプ

22ｋW, 4.4㎥/min×1

返送ポンプ
3.7ｋW, 

1.5㎥/min×2

東本川へ放流

オキシデーションディッチ槽（2,100㎥/日×2池）

余剰ポンプ
3.7ｋW, 
0.6㎥/min×2

2円形沈殿池（940㎥× 池）

直径：18.5m

沈砂・し渣除去、汚水ポンプ設備

送風設備

水処理設備

土壌脱臭床
オートストレーナ 給水ユニット7.5ｋW

汚泥掻寄機0.4ｋW

搬出

ケーキホッパー
10㎥

高分子＆ポリ鉄注入装置

滅菌・用水設備

塩素接触装置

植栽用水栓

２

１

主流入ゲート

沈砂分離機

Ｐ

スクリーンユニット

バイパス

３

( 8 3処理フローシート 令和 年 月31日時点)

３

２

１
２

１

２

１

１

円形沈殿池

２

返送ポンプ
3.7ｋW, 1.5㎥/min×2

分配槽

水流発生装置

7.5ｋW×2

汚泥掻寄機0.4ｋW攪拌機

P

No.2多重板型ＳＰ脱水機（4軸）

No.1多重板型ＳＰ脱水機（3軸）

P

攪拌機
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② 放流水の水質基準及び水質状況

試　験　項　目 単位 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度
下水道法

技術上の基準

水素イオン濃度（pH） - 7.0 7.1 7.0 7.1 7.3 5.8-8.6

生物化学的酸素要求量（BOD） ㎎/L 1.6 1.4 0.5 2.0 1.6 15

浮遊物質量（SS） ㎎/L 2 2 2 1 1 40

n-ヘキサン抽出物質（鉱物油） 5

n-ヘキサン抽出物質（動植物油脂類） 30

大腸菌群数 個/cm3 <1 <1 <1 <1 - 3000

大腸菌数 CFU/mL - - - - 3 ※2　　800

窒素含有量（N） ㎎/L 2.9 2.5 1.5 2.5 1.4 120(日間平均60)

燐含有量（P） ㎎/L 1.4 1.2 1.3 1.7 1.9 16(日間平均8)

フェノール類含有量 ㎎/L <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 5

銅含有量 ㎎/L <0.3 <0.3 <0.3 <0.3 <0.3 3

亜鉛含有量 ㎎/L <0.2 <0.2 <0.2 <0.2 <0.2 2

溶解性鉄含有量 ㎎/L <1 <1 <1 <1 <1 10

溶解性マンガン含有量 ㎎/L <1 <1 <1 <1 <1 10

クロム含有量 ㎎/L <0.2 <0.2 <0.2 <0.2 <0.2 2

カドミウム及びその化合物 ㎎/L <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 0.03

シアン化合物 ㎎/L <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 1

有機燐化合物（パラチオン・メチルパラチオン・メチ
ルジメトンおよびEPNに限る。）

㎎/L <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 1

鉛及びその化合物 ㎎/L <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 0.1

六価クロム化合物 ㎎/L <0.05 <0.05 <0.05 <0.02 <0.02 ※1　　0.2

砒素及びその化合物 ㎎/L <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 0.1

水銀及びアルキル水銀その他の水銀化合物 ㎎/L <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 0.005

アルキル水銀化合物 ㎎/L 検出せず 検出せず 検出せず 検出せず 検出せず 検出されないこと

ポリ塩化ビフェニル ㎎/L <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 0.003

トリクロロエチレン ㎎/L <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 0.1

テトラクロロエチレン ㎎/L <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 0.1

ジクロロメタン ㎎/L <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 0.2

四塩化炭素 ㎎/L <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 0.02

1，2－ジクロロエタン ㎎/L <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 0.04

1，1－ジクロロエチレン ㎎/L <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 1

シス-1,2-ジクロロエチレン ㎎/L <0.04 <0.04 <0.04 <0.04 <0.04 0.4

1,1,1-トリクロロエタン ㎎/L <0.3 <0.3 <0.3 <0.3 <0.3 3

1,1,2-トリクロロエタン ㎎/L <0.006 <0.006 <0.006 <0.006 <0.006 0.06

1，3－ジクロロプロペン ㎎/L <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 0.02

チウラム ㎎/L <0.006 <0.006 <0.006 <0.006 <0.006 0.06

シマジン ㎎/L <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 0.03

チオベンカルブ ㎎/L <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 0.2

ベンゼン ㎎/L <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 0.1

セレン及びその化合物 ㎎/L <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 0.1

ほう素及びその化合物 ㎎/L <1 <1 <1 <1 <1 10

ふっ素及びその化合物 ㎎/L <0.8 <0.8 <0.8 <0.8 <0.8 8

1，4－ジオキサン ㎎/L <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 0.5

アンモニア、アンモニア化合物、亜硝酸化合物及
び硝酸化合物

㎎/L 0.89 0.64 0.37 0.67 0.46 100

※１：令和6年4月1日「六価クロム化合物」に係る排水基準について0.5㎎/Lから0.2㎎/Lに改正された。　
3※２：令和7年4月1日「大腸菌群数」に係る排水基準が、「大腸菌数」に係る排水基準に変更され、基準値も3000個/cm から800CFU/mLに改正された。
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